
2024（令和６）年７月 31日 第　190　号　（ ）議 会 だ よ り 6

〇
多
文
化
共
生
の
推
進
に
つ
い
て

問　

本
年
１
月
か
ら
千
葉
県
で
は
「
千
葉

県
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
誰
も
が
活
躍
で
き

る
社
会
の
形
成
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
在
住
外
国
人
と
日

本
人
の
こ
と
、
世
代
間
の
こ
と
、
男
女
間

の
こ
と
。
文
化
や
価
値
観
の
違
い
を
認
め

思
い
や
り
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
べ

き
な
の
で
し
ょ
う
。
大
網
白
里
市
は
令
和

４
年
４
月
か
ら
「
第
２
次
大
網
白
里
市
多

文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
推
進

し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て

問
い
ま
す
。
現
在
の
外
国
人
住
民
数
は
。

答　

住
民
登
録
し
て
い
る
外
国
人
住
民
は
、

令
和
５
年
６
月
時
点
で
７
５
２
人
。
国
別

で
は
中
国
が
１
４
１
人
と
最
も
多
く
、
次

い
で
タ
イ
１
０
５
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
１
０

２
人
、
ベ
ト
ナ
ム
82
人
、
韓
国
65
人
で
す
。

問　

こ
の
30
年
で
４
倍
。
言
葉
の
問
題
が

出
て
き
ま
す
。
役
所
窓
口
等
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
は
。

答　

市
民
課
、
子
育
て
支
援
課
な
ど
の
一

部
の
窓
口
で
、
会
話
を
電
話
に
て
通
訳
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
他
、

案
内
表
示
に
英
語
を
併
記
す
る
他
、「
楽

し
い
日
本
語
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問　

総
務
省
が
推
奨
す
る
、
ス
マ
ホ
を

使
っ
た
「
ボ
イ
ス
ト
ラ
」
な
ど
会
話
を
直

接
助
け
て
く
れ
る
物
も
普
及
し
始
め
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
頂
き
た
い
。
次
に

生
活
支
援
。
医
療
関
係
、保
健
・
福
祉
関
係
、

そ
し
て
災
害
情
報
・
防
災
に
つ
い
て
は
。

答　

母
子
手
帳
の
多
言
語
対
応
、
健
診
の

お
知
ら
せ
、
問
診
票
等
を
や
さ
し
い
日
本

語
や
多
言
語
で
表
記
す
る
な
ど
の
支
援
。

大
網
病
院
は
外
国
語
対
応
の
職
員
配
置
が

な
く
日
本
語
可
能
な
ご
家
族
等
に
同
行
頂

く
よ
う
案
内
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は

外
国
人
患
者
が
少
な
く
対
応
で
き
て
い
ま

す
が
、
今
後
状
況
に
応
じ
て
検
討
。
防
災

支
援
は
、
防
災
訓
練
に
お
い
て
他
団
体
の

協
力
を
頂
き
、
外
国
人
向
け
の
啓
発
ブ
ー

ス
の
設
置
や
、
英
語
表
記
に
よ
る
誘
導
看

板
や
避
難
所
看
板
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま

す
。市
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、英
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
の
翻
訳
機
能
が
あ
り
情
報
収
集
が
可
能

で
す
。
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
の
皆
さ
ん
だ
け
で
は
難
し
い
。

　

民
間
と
も
協
力
し
、
多
様
性
推
進
に
引

き
続
き
の
努
力
、
研
究
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
、
次
に
男
女
共
同
参
画
。
女
性
管
理
職

の
登
用
状
況
は
。

答　

本
年
４
月
時
点
で
、
課
長
相
当
職
に

占
め
る
女
性
の
割
合
は
５
．
７
％
、
副
課

長
相
当
職
に
は
25
．
０
％
、
班
長
相
当
職

31
．３
％
。班
長
相
当
職
以
上
は
23
．１
％

で
す
。
千
葉
県
全
体
の
係
長
・
主
査
級
以

上
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
29
．
３
％
で

す
。

問　

管
理
職
。
性
別
に
関
係
な
く
、
な
り

た
い
方
、
能
力
の
あ
る
方
が
な
る
べ
き
と

思
い
ま
す
。
女
性
が
職
場
に
入
る
こ
と
に

よ
っ
て
職
場
環
境
の
改
善
に
繋
が
る
事
も

往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
引
き
続
き

検
討
下
さ
い
。
続
い
て
男
性
の
出
産
休
暇
、

育
児
休
暇
。

答　

令
和
５
年
度
、
女
性
は
全
員
が
産
休
、

育
休
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
男
性
は
、
育

児
参
加
休
暇
、
育
児
休
業
と
も
に
取
得
率

は
66
．
７
％
で
す
。
県
全
体
で
は
女
性
が

１
０
０
％
、
男
性
が
66
．
７
％
で
す
。

　

男
性
は
こ
こ
数
年
で
急
速
な
伸
び
。

　

積
極
的
に
取
得
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

〇
自
治
体
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て

問　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
１
つ
は
「
自
家
用
車
活
用
事
業
」、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
・
民
間
事
業
者
が
中
心

に
な
運
送
」、
い
わ
ゆ
る
自
治
体
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
。

　

全
国
で
３
１
２
自
治
体
の
首
長
有
志
で

組
織
す
る
「
活
力
あ
る
地
方
を
創
る
首
長

問　

第
２
次
大
網
白
里
市
多
文
化
共
生
推

進
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、「
教
育
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
日
本
語
を
習
得
で
き
る
よ

う
、
学
習
を
支
援
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
、
ど

の
よ
う
な
環
境
で
行
う
の
か
、
お
答
え
く

だ
さ
い
。

答　

本
市
の
小
・
中
学
校
に
日
本
語
指
導

が
必
要
な
児
童
・
生
徒
は
少
数
で
あ
り
ま

す
が
在
席
し
て
お
り
、
日
常
の
会
話
等
で

不
便
が
あ
る
場
合
は
、
Ａ
Ｉ
通
話
機
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
ア
プ
リ
等
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
授
業
に
お
い
て
は
、
１
人

１
台
の
学
習
用
端
末
の
ア
プ
リ
を
活
用
し

　

大
網
駅
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て

問　

大
網
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
動
向
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
、
私
た
ち

市
議
会
も
含
め
て
今
後
の
駅
の
利
便
性
、

ま
ち
の
発
展
に
大
き
く
左
右
す
る
事
案
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
に
入
り

３
回
の
協
議
会
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
入
り
将
来
像
、
ま
ち

づ
く
り
構
想
が
少
し
ず
つ
出
来
上
が
っ
て

き
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
展
望

や
ど
の
程
度
の
時
間
を
か
け
て
協
議
会
が

進
め
ら
れ
て
い
く
の
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答　

大
網
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
大
網
駅
南
地
区
の
約
１
６
０
世
帯
の

土
地
所
有
者
や
地
元
区
長
が
役
員
と
な

り
、
将
来
の
ま
ち
の
姿
を
描
く
大
網
駅
南

地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策
定
す
る
た
め

協
議
会
を
代
表
す
る
役
員
の
皆
様
で
構
成

す
る
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
を
定
期
的
に
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
７
回
に

わ
た
る
検
討
会
の
開
催
に
加
え
、
袖
ケ
浦

駅
周
辺
の
先
進
地
視
察
を
行
い
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
知
識
を
深
め
な
が
ら
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
意
見
交
換
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
去
る
５
月
25
日
に

は
会
員
の
皆
様
が
集
ま
る
総
会
を
開
催
し
、

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
目
標
と
す
る
将
来
像

と
ま
ち
づ
く
り
方
針
が
決
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
ま

ち
づ
く
り
検
討
会
に
お
い
て
大
網
駅
南
地

区
の
将
来
像
を
実
現
す
る
土
地
利
用
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
設
定
や
拠
点
と
な
る
施
設
な

ど
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
の
指
針
と
な
る
大
網
駅
南
地
区
ま

ち
づ
く
り
構
想
の
本
年
度
末
の
策
定
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問　

大
網
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
側
に
つ
い
て
で

す
が
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
乗
降
口
雨
よ

け
の
歩
道
屋
根
の
設
置
が
可
能
な
の
か
を

お
伺
い
し
ま
す
。

答　

歩
道
屋
根
の
整
備
で
す
が
平
成
27
年

か
ら
駅
舎
と
の
接
続
を
前
提
に
Ｊ
Ｒ
と
の

協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
30

年
に
高
架
軌
道
施
設
の
維
持
管
理
上
、
駅

舎
と
の
接
続
は
困
難
と
の
結
論
に
至
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
め
屋
根

の
規
模
や
範
囲
を
縮
小
す
る
な
ど
の
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

今
後
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
整
備
時

期
な
ど
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

大
網
駅
喫
煙
所
の
設
置
に
つ
い
て
、

本
市
の
た
ば
こ
税
は
令
和
４
年
度
で
は
３

億
２
千
万
円
を
超
え
る
税
収
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
財
源
を
利
用
し
て
喫
煙
所

を
設
置
し
て
み
て
は
ど
う
か
、
お
答
え
く

だ
さ
い
。

答　

大
網
駅
前
広
場
の
喫
煙
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
健
康
増
進
法
の
改
正
に
伴
い
受

動
喫
煙
の
防
止
を
図
る
た
め
令
和
元
年
に

撤
去
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
灰
皿
の
撤
去
に

当
た
り
ま
し
て
は
分
煙
が
可
能
な
喫
煙
所

整
備
の
検
討
も
行
い
ま
し
た
が
、
囲
い
を

設
置
し
て
も
煙
が
上
が
り
、
ホ
ー
ム
に
流

れ
て
し
ま
う
事
が
避
け
ら
れ
な
い
た
め
分

煙
は
困
難
と
の
結
論
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
に
と
っ
て
は
、

煙
は
不
快
感
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
心
地
よ

い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
分
煙
の
配
慮
は

当
然
必
要
で
す
。
吸
う
人
が
マ
ナ
ー
を
守

れ
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
も
分
煙
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
屋
外
型
の
四

方
を
塀
で
囲
む
タ
イ
プ
の
設
置
に
向
け
て

も
う
一
度
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
駅
周
辺
の
河
川
改
修
工
事
、

小
中
池
公
園
の
設
備
、
小
中
池
公
園
の
イ

ベ
ン
ト
、
大
網
白
里
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
開
発
に
つ
い
て
質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

森
　 

建
二
　
議
員

多
文
化
共
生
の
推
進
、

そ
し
て
地
域
公
共
交
通
の
今
後
に
つ
い
て

会派代表質問

政
　
真
　
会

猪
崎 

紀
人 

議
員

関
連
質
問

た
り
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
支
援
員
が

付
き
添
っ
て
日
々
の
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
本
市
に
は
、
日
本
語
指
導
の
担

当
教
師
は
配
置
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

市
内
の
小
・
中
学
校
で
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
が
増
加
し
た
場
合
、
県

教
育
委
員
会
に
日
本
語
指
導
の
担
当
教
員

を
要
望
し
、
通
級
指
導
教
室
の
開
設
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

防
災
行
政
無
線
の
個
別
受
信
機
の
貸

与
や
、
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
利

用
状
況
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答　

防
災
行
政
無
線
を
市
民
へ
の
重
要
な

情
報
伝
達
手
段
の
一
つ
と
し
て
考
え
、
市

内
69
か
所
に
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
放
送
時
の
気
象
条
件
や
住
宅

の
気
密
化
に
よ
り
、
防
災
行
政
無
線
が
聞

き
取
り
に
く
い
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
を
補

完
す
る
対
応
と
し
て
、
負
担
金
１
万
円
で

屋
内
に
設
置
可
能
な
個
別
受
信
機
を
貸
与

し
て
お
り
、
令
和
６
年
５
月
末
現
在
３
５

６
４
台
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電

話
番
号
０
４
７
５
―
７
２
―
１
０
０
０
で
、

防
災
行
政
無
線
の
放
送
後
、
24
時
間
以
内

の
放
送
内
容
を
確
認
で
き
る
電
話
応
答

サ
ー
ビ
ス
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

問　

本
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
方
法
と
、
今

後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　

現
在
、
本
市
で
は
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
友
達
登
録
を
い
た

だ
い
た
約
７
１
０
０
名
の
方
に
対
し
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
市
の
行
政
情
報
な
ど
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
、
避

難
所
に
配
備
し
た
職
員
と
の
連
絡
調
整
な

ど
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
に
も
留
意
し
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
活
用
方
法
の
拡
大
な
ど
、
他
市
事
例

等
を
参
考
に
調
査
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

※
他
に
ハ
ラ
ー
ル
食
品
や
ヒ
ジ
ャ
ブ
着
用

な
ど
生
活
習
慣
が
異
な
る
外
国
人
児
童
・

生
徒
と
の
学
校
生
活
に
お
け
る
共
生
に
つ

い
て
や
、
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
方
や
日
本

語
の
理
解
が
乏
し
い
外
国
人
の
方
へ
の
防

災
行
政
無
線
の
伝
達
方
法
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

の
会
」
に
よ
る
「
自
治
体
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

研
究
会
」
の
３
月
末
の
答
申
書
に
よ
る
と
、

１
０
８
自
治
体
の
う
ち
44
自
治
体
が
自
治

体
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
含
む
地
域
公
共
交
通

に
関
す
る
検
討
を
既
に
開
始
し
て
い
る
と

の
事
。
県
内
で
は
千
葉
市
と
四
街
道
市
が

こ
の
５
月
か
ら
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
市

内
で
現
在
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
な
ど
民
間

か
ら
自
家
用
車
活
用
事
業
等
々
の
提
案
は

あ
る
か
。
ま
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
全
般
に
つ

い
て
、
市
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
市
内
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
か
ら
は
、
申
出
や
具
体
的
な
ご
提
案

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
自
治
体
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
は
、
主
に
交
通
事
業
者
が
い
な
い
過
疎

地
域
や
ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
足
す
る
地
域
等

で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
の
実
施
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

時
差
的
に
交
通
空
白
地
域
に
な
る
地
域

も
多
い
。
今
後
、
事
業
者
と
の
連
絡
を
密

に
し
、
新
し
い
市
民
生
活
の
足
と
な
り
得

る
こ
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
注
目
、
研
究
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
〇
災
害
対
策
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
ｗ
ｉ
‐
ｆ
ｉ
整
備
）、
〇
窓

口
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
状
況
、
証
明
書
類
の
コ
ン
ビ
ニ

発
行
）
に
つ
い
て
問
い
質
し
ま
し
た
。

個人質問

高
野 

祐
二
　
議
員

住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

に
ま
い
進
し
ま
す


